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間の身体は､時代や地域､または性別や地位といった社会関係によって､さまざまな様札を
示 します｡身ぶりなどは､そのよい例といえます｡逆にいえば､身体に経口することで､そ
のときどさの社会像をより豊かに描くことができるでしょう｡
さて､上の写真は､鹿m遺跡の発掘で出七した､人面線刻上器と呼んでいるものです(時代は､ ヒ
器の型式から､弥生時代後期 (約1800年前)に属するものです この土器には､顔がクローズアップ
されて描かれており､当時の身体描写や風俗を考える上で重要な資料として､学界でも注rlを集めて
います∩
今回は､この鹿rflの ｢顔｣に､あらためて焦点をあててみましょう.この資料は､どういった特徴
をもっているのか､そして周辺地城ではどういった身体描写がなされているのかを考えていくなかで､
､l'川手の身体をめぐる特色を上[川侶iていきたいと思いますO
･]l;生時代の顔は､現在の我々に似ているような､でもやはりどこかちがうような顔だちです(
(光本 順)
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トー ンは復元部分
鹿田遺跡出土の線刻による人面は､高杯の上半分に措かれてい
たものです｡それに接合する下半分の破片は､出土していません｡
2人の顔が､上下に一部重なるかたちで描かれています (ここ
では顔A･Bとします｡表紙写真は顔Aのアップです｡)｡顔よ
り下の体は､破片内にはみられず､顔だけが選択されて表現され
たものです｡顔は､真正面から見たものです｡
高杯の上下に対応するように､顔は頭の方を上､顎の方を下に
しています｡したがって､当時この高杯は､上が顔のゾーン､下
が体や足のゾーンといったように､擬人化されて認諾されていた
かもしれません｡
ところで､なぜ2人の顔は､左右に並列されず､上下に並べられたのでしょうか?顔Åは､横からで
も見えるのに対し､顔Bは､下から見ないと見えにくい位置にあります｡また､顔Aには入れ墨が施さ
れているのに対し､顔Bには施されていません｡鼻の有無にも､両者においてちがいがみられます｡こ
のようにみると､2人の顔の配置と表現には､両者の社会的な性格のちがいが反映されていると考えら
れます｡ひとつの社会的性格として挙げるならば､上下に配置されていることから推測すると､何らか
の階層的な上下関係 (顔Aが上位､Bが下位)が表現されている可能性もあります｡ 光本
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3.倉 ' 上乗渡渉
4.岡山市鹿田漣跡
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顔が表現されている土器と土製晶の分布 (弥生時代後期)
弥生時代後期において､身体が措写された絵画や､土
製品､石製品を見ると､しばしば顔が主なモチーフとな
っています｡
上の図を見てください｡この図は､岡山県南部におい
て､顔が表現された遺物が出土 した遺跡の分布を示した
ものです｡岡山市津寺遺跡や､倉敷市上東遺跡､総社市
一合追跡では､鹿田の顔とよく似た顔が出土しています｡
このことは､当時の遺跡どうしの交流を考える上で重要
です0 .,いれ
図を見ていると､鯨面という､入れ墨をもつ顔がしば
しば描かれていることに気づきます｡鯨面に対する､当 分銅形土製晶
時の関心の高さがうかがえます｡鯨面を描く風習は､東
海地方から広まった可能性があるとされています｡前のページで､鹿田遺跡の人面線刻土器において､
鯨面である顔Aが､顔Bよりもよく見え､かつ上位に措かれていることをみましたが､他地域の文化へ
の関心という側面も､顔のレイアウトに影響 していたのかもしれません｡
分銅形土製品と呼ばれる遺物にも､顔が表現される場合があります｡分銅形土製品は､まつり用の道
具と考えられており､弥生時代中期 (約2000年前)に盛んに使用されました｡鹿田追跡で出土したもの
は (右写真)､明確な顔は描かれていませんが､形や文様が､抽象的に顔を示していたのかもしれませ
ん｡ (光本)
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昨年の10月16日から31日まで､センターの展示
室において､岡山大学構内の津島同大追跡､鹿田
追跡から出土した遺物を広 く公開することを目的
､､1 - に､展示会を開催しました｡今回の展示に際して､
展示棚を新設したり､展示解説のパンフレットを
作成するなどの準備に取 り組み､合計188人の方
に見学に来ていただきました｡
今回の展示会では､できるだけていねいにわか
りやすく展示解説をするように心がけました｡そ
れでも､一度に大勢の方が見学されたり､解説を
担当する調査員がそろわなかったりと､不十分な
点もあり､ご迷惑をおかけしたことと思います｡
学生さんや先生､小学生からお年寄りまで多くの方が来られ､中には鋭い質問をされる方もありました｡
見学者の方に行ったアンケー トの結果では､井戸の木枠､墓､貯蔵穴の編み物など遺跡の臨場感を伝
えるような展示物や､猿形木製品など珍しく親近感をもてるような遣物に人気があったようです｡また､
職員が一人一人に展示の解説を行ったのは好評で､ ｢ていねいな解説が良かった｣というような意見を
多 くいただきました｡ただ一方で､ ｢展示室を広くした方がよい｣といった意見もありました｡
今後もこのような展示会を開催 し､資料の一般公開に努め､当センターの発掘成果をみなさまにお伝
えしていきたいと思います｡ (高田浩司 ･野崎貴博)
雫 聖 佃 iW #12次鞭 (エネルギーセンタ- 伴う発齢
本調査は､医学部附属病院病棟新宮に伴うエネル 言 //
ギーセンターと共同溝の発掘調査です.場所は鹿田 .LtI.こぶナ
キャンパスの南部分､旧看護学生寮の周辺にあたり Ly
去j-.-ら06蒜 '.I(3'蒜i蒜 口iAo蒜 Jg完'ij蒜;表芸一三 r ･､
入 り､3月にはエネルギーセンター本体部分の調査 .?.
をほぼ終了し､もう-カ所の共同溝部分に入る予定
です｡調査面積は全体で約1900m2を測ります｡
最初に調査した共同溝部分では､近世の土墳墓か
ら､保存状態の良好な漆塗 りの櫛が出土しました｡
エネルギーセンター部分では､近世の土坑と水田畦
畔､中世の井戸4基 ･溝10数粂 ･土坑 3基 ･柱穴約
180基を確認 しました｡2基の井戸には方形に組まれ
密集している土器の調査
た井戸枠が当時の姿のままで残されていました｡こうした遺構の配置から､調査区の南西部に屋敷地が
拡がっていたことがわかってきました｡その他に､古代の溝が10数条､弥生時代後期～古墳時代初頭の
井戸2基 ･溝 ･水田畦畔､そして多量の土器が廃棄された遺構 (写真)などが検出されています｡
全ての調査は､5月に終了する予定です｡ (山本悦世)
唱 後の調如 予定 ･･-TTLこJtl･TL~:-｢~:｢[-Q
今年の3月から8月頃まで､津島キャンパスの事務局
の西側において発掘調査を行います｡お気軽に､見学
にいらしてください｡調査員一同､心からお待ちしています｡ .:●
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今回は､以前の調査で出土した遺物に
スポットをあててみました｡これからもさま
ざまな角度から､構内遺跡について考えて
いけたらと思います｡ (光本)
